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信号電材とは？

■創　　　立　　　　昭和47年（1972年）10月

■本社所在地　　　福岡県大牟田市新港町1-29

■事業所（工場）　大牟田、荒尾

■営業所　　　　　北海道、東北、東京、中部、関西、中国、九州

■関連会社　　　　・　　           　　　　 SD Lighting株式会社 [ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ事業]

　　　　　　　     　　・　           　　　　　 UTS上海 [海外材料調達/輸出入]

　　　　　　　　　     ・　　　           　　　 株式会社ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｯﾄﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ [人材派遣]

　　　　　　　　　     ・　           　　　　　 SDｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社 [信号工事]
　　　　　　　　　
■資　本　金　　　8,000万円

■代表取締役　　　糸永康平



信号電材とは？
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本社社屋

本社事務所の建物は、明治42（1909）年に建造された煉瓦造平屋建2棟並びの変電所で、三池炭鉱専用鉄道用に交流から直流に
変電するための施設として使われていました。炭鉱閉山後は電気工事会社の「サンデン」さんにより修復され社屋として使われていました。
2000年に国登録有形文化財に登録されその後、本社を移転されるサンデンさんより当社が建物を購入し、外観のレンガ造りはそのまま維持
し、耐震補強を施して内装も全面改装し、2019年4月に信号電材㈱の事務所として移転致しました。
また、オフィス内はフリーアドレスを導入し、様々な場所で仕事を行えるようにしました。



信号電材とは？
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製品写真
 -Our Product-

［信号専用鋼管柱］

［SD Lighting㈱　“ATUMO”］ F型柱など特殊な柱も生産

［車両用信号灯器］　　   　

［歩行者用信号灯器］　　　　 ［BOX］



信号電材の脱炭素貢献
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交通信号灯器

鉄 アルミ

電球 LED

長寿命化

リサイクル性、効率向上

軽量、薄型による輸送負荷低減

消費電力低減



でも、それは信号電材だから・・・でしょう？？
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そんなこと聞いてもあまり参考にならない・・・

7



信号電材特有の製品の話ではなく

持続可能な社会実現に向けた、全体的な取組過程をご紹介いたします。

（まだまだ、取組途中ですが・・・）

8



持続可能な社会実現に向けたステップ

知る 後付け 課題設定 社会課題解決 持続可能な
社会実現
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これからの取組・・・



持続可能な社会実現に向けたステップ

知る 後付け 課題設定 社会課題解決 持続可能な
社会実現
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持続可能な社会実現に向けたステップ

知る 後付け 課題設定 社会課題解決 持続可能な
社会実現
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社会課題解決、持続可能な社会・・・
何を参考に取組を考えていくか・・・

SDGｓ



持続可能な社会実現に向けたステップ

知る 後付け 課題設定 社会課題解決 持続可能な
社会実現
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SDGｓって何？　どんなことすればいいの？

まずは自分自身が知る、学ぶところから。



持続可能な社会実現に向けたステップ

知る 後付け 課題設定 社会課題解決 持続可能な
社会実現
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社員への「知る」

①　全社員教育、意識付け

②　プロジェクトを活用した教育、意識付け

③　各部門個別の教育（外部機関からの教育含む）



持続可能な社会実現に向けたステップ　～ 全社員教育、意識付け ～

知る 後付け 課題設定 社会課題解決 持続可能な
社会実現
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社員への「知る」 ①　全社員教育、意識付け

毎年、新年度開始前に経営計画書を全社員にリリースし、
全社員を集めて経営計画発表会を実施しています。

（１）経営計画書に経営者のコミットメントとして、SDGｓ取組への宣言

（２）経営計画発表会にて「ＳＤＧｓについて」教育を含めた発表



持続可能な社会実現に向けたステップ　～ プロジェクトを活用した教育、意識付け ～

知る 後付け 課題設定 社会課題解決 持続可能な
社会実現
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社員への「知る」 ②　プロジェクトを活用した教育、意識付け

自社のホームページにSDGsのページを創るプロジェクトを立上げ
若手メンバーでプロジェクトチームを編成しました。

一般的に、若者の方が、社会貢献などに関心が高いとされており、
自社でもSDGsを理解、受入しやすい世代中心に取組ました。



持続可能な社会実現に向けたステップ　～ 各部門個別の教育（外部機関からの教育含む）～

知る 後付け 課題設定 社会課題解決 持続可能な
社会実現
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社員への「知る」 ③　各部門個別の教育（外部機関からの教育含む）

各部門の年間教育のなかでSDGsに関する教育を実施しています。



持続可能な社会実現に向けたステップ

知る 後付け 課題設定 社会課題解決 持続可能な
社会実現
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後付け・・・って？？

今の経営方針や取組んでいる活動、やった事などを振り返り、

「これって、SDGsのこの課題解決につながるよね！」

と、すでに自分たちがやってること、やろうとしていることがSDGsに結びついている！
という認識と意識を持つように経営計画書やホームページなどに「後付け」で記載しました。



持続可能な社会実現に向けたステップ

知る 後付け 課題設定 社会課題解決 持続可能な
社会実現
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社会的課題解決に経済価値を見出す経営思考で､
日々の活動の中に SDGs 目標に適合する要素を見出し､
一歩でも半歩でも我々の実現できるところから持続可能な世界を目指していこう｡

≪経営者のコミットメント抜粋≫ 

1. サステナビリティ方針策定

2. サステナビリティ委員会発足

3. マテリアリティ特定（自社にとっての重要課題）

4. （大牟田商工会議所 ＳＤＧｓ推進企業登録制度）



持続可能な社会実現に向けたステップ　～ サステナビリティ方針策定 ～

知る 後付け 課題設定 社会課題解決 持続可能な
社会実現
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1. サステナビリティ方針策定

信号電材のサステナビリティ推進は、経営理念を基軸とし、
多様なステークホルダーとの対話および外部環境を通じて、
当社が対応すべき社会課題の把握、解決を行うことで経済価値の創出と社会
の持続可能性への責任を果たします。

また社会の「安全」と「安心」を創り続けるなかで、自らも持続的に成長し、
持続可能な未来社会創造に貢献し続ける組織、人材を創り、
企業価値の向上を目指します。

サステナビリティに関する基本的な考え方



持続可能な社会実現に向けたステップ　～ サステナビリティ方針策定 ～

知る 後付け 課題設定 社会課題解決 持続可能な
社会実現
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1. 「安全」と「安心」
全ての社員が、社内外に対して、常に「安全」と「安心」を最優先とする企業活動を行います。

2. 社会課題解決
国際社会の一員としての認識をもち、持続可能な社会につながるマテリアリティ（自社にとっての重要課題）の特定、解決を行い、事業活動を通じて社会課
題の解決と企業価値の向上を目指します。

3. 低炭素社会と循環型社会
企業活動にあたり、エネルギー使用量削減、節水、製品・施設等の長寿命化およびその過程での 3Rに努め、グリーン調達を推進し、低炭素社会と循環型
社会の実現を目指します。

4. コンプライアンス遵守と環境管理体制整備
法令、規制を遵守するとともに、自然環境、有害物質等の適切なﾘｽｸ評価実施および自ら受入れた環境に関わる要求事項を遵守し、サステナビリティ推進に
努めます。

5. 教育、啓発
サステナビリティ社会を実現、推進するのは社員一人ひとりであることから、全社員に当方針を周知、浸透させ、サステナビリティに関する教育・啓発活動
（ESD）により意識の向上を図ります。

6. サステナビリティ活動の開示
当方針やサステナビリティ推進に関する活動の情報公開に努め、ステークスホルダーとのコミュニケーションを図ります。

サステナビリティ方針



持続可能な社会実現に向けたステップ　～ サステナビリティ委員会発足 ～

知る 後付け 課題設定 社会課題解決 持続可能な
社会実現
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2. サステナビリティ委員会発足

ESGの観点で会社が対応すべき社会課題の把握、解決を行うことで経済価値の創出と社会の持続可能性への責任を
果たすことが、重要な責務であるとの認識に立ち、全ての事業活動を通じて、社会の持続可能性の促進を図ることを
目的とする。

目的

(1)当社サステナビリティ経営の基本方針およびサステナビリティ推進活動の基本計画の立案
(2)当社経営方針、戦略に対するサステナビリティ視点での検証・提言
(3)環境に関する全社方針の提案
(4)環境に関する全社目標の審議
(5)サステナビリティを重視した事業活動への提言（事業におけるリスクと機会の把握）
(6)サステナビリティ推進活動の年次重点課題の策定と推進
(7)経営に必要な進捗レビュー、モニタリングに関する検討と提案
(8)サステナビリティ経営の社内推進体制の構築および整備
(9)サステナビリティに関わる社内外対応

調査審議事項



持続可能な社会実現に向けたステップ　～ マテリアリティ特定 ～

知る 後付け 課題設定 社会課題解決 持続可能な
社会実現
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3. マテリアリティ特定（自社にとっての重要課題）

限りある資源を有効に活用して、事業活動の持続可能性を高め、企業価値向上を目指すという観点から、
自社の企業価値と関係が深いマテリアリティを特定し、それらに焦点を当てて取組みを進めることが重要

意義

・ISO26000
・GRIガイドライン
・SDGｓ

信号電材目線での重要性
　・管理職による重要課題抽出
　・取締役による重要課題抽出

ステークホルダ目線での重要性
　・お客様
　・仕入先様
　・全社員

現在、進捗中・・・

　マテリアリティ解決のPDCA　マテリアリティ特定　重要性評価　社会課題抽出

アンケート調査



持続可能な社会実現に向けたステップ　～（大牟田商工会議所 ＳＤＧｓ推進企業登録制度）～

知る 後付け 課題設定 社会課題解決 持続可能な
社会実現
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4. （大牟田商工会議所 ＳＤＧｓ推進企業登録制度）



持続可能な社会実現に向けたステップ　～（大牟田商工会議所 ＳＤＧｓ推進企業登録制度）～

知る 後付け 課題設定 社会課題解決 持続可能な
社会実現
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信号電材は

これらの課題解決（社会課題解決）に向けた取組のPDCAを回し

持続可能な社会を実現していきます。



ご清聴ありがとうございました。

25


